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第一章 はじめに 

（１）研究の背景 

長野県企業局が菅平ダムを建設する際に用いた「菅平方式」は県内のペンション村開発の

際にも用いられ、その例として八ヶ岳山麓原村や斑尾高原妙高などが挙げられる。これらの

地域はペンション村として開発・分譲されたという経緯から、開村当初に入村したオーナー

の多くは同年代であり、現在はペンション村全体で一挙に高齢化が進んでいる。 

同様に開発されたペンション村として、峰の原高原ペンション村が挙げられる。峰の原高

原は長野県須坂市に位置し、スキーブームやペンションブーム、そしてテニスブームの終焉

後、オーナーとその家族の高齢化による峰の原高原からの撤退や地域共同体の維持を担う

人材不足、ペンションの後継者不足によるペンション数の減少や空きペンションの増加、空

きペンション増加による景観問題などの様々な課題が顕著になってきている。また、峰の原

高原のペンションでは顧客特性としてペンションオーナーとお客さまとの個人的なつなが

り 1)や再訪率の高い強い顧客化がみられる 2)。そのため、ペンションオーナーの高齢化と

ともにお客さまの高齢化も進んでおり、峰の原高原への来訪や宿泊が困難になるお客さま

がいらっしゃる。そして今後そのようなお客さまが増加することも考えられる。さらに、峰

の原高原のペンションでは経営特性として家族経営が特徴となるが、少子高齢化が進む中

で継承が難しくなっている。 

現在、峰の原高原で地域外の人がお金を落とすことができる場は、ペンションと菅平グリ

ーンゴルフのみである。観光レクリエーションにおいて最も消費額が大きいと考えられる

飲食関係の店舗はゴルフ場内を除くと他にない 3)。このことは、地域外の人が峰の原高原

に来訪し、かつ、峰の原高原内のいずれかのペンションに宿泊する、もしくはゴルフ場を利

用しなければ峰の原高原内にお金が入らないことを指す。お金が入らないことは、上述した

課題をさらに加速させる要因になり得る。 

このような中、平成 26 年から 28 年にかけて長野県須坂市の集落“再熱”実施モデル地

区支援事業として「峰の原高原地区“再熱”ビジョン」が策定され、峰の原高原の課題の把

握や課題解決に向けた取り組みが行われた 4）。しかし事業後も課題は残ったままである。 

これらのことを踏まえ、峰の原高原に新しい年代の客を引き込み新規のリピータを創出

することで、峰の原高原内にお金を入れること、そしてペンションの後継者作りにつなげら

れることができるのではないかと考え、ゼミ活動などを通して地域組織と協働した取り組

みを行ってきた。しかし、峰の原高原の地域おこし協力隊として活動するなかで、ペンショ

ンオーナーの方々から「ペンションが変わればお客さまも変わる」、「今のお客さまが来なく

なればペンションを辞めるつもり」と言った声を伺うようになり、ペンションオーナーとお

客さまの関係を特別なものに感じられた。同時に、現ペンションオーナーがペンションオー

ナーになるまでの経緯を知るなかで、ペンションでの様々な経験を伺えた。そのため、単に

新規顧客を入れるだけではなく、ペンションオーナーとの関りやペンションでの体験で個

のペンションの持続、そしてペンション村の持続が決まってくるのではないかと考えた。 
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（２）研究の目的 

ペンションだからこそ生まれるペンションオーナーとお客さまの特別な関係は、ホスト

＝おもてなしをする人、ゲスト＝おもてなしを受ける人という単なる固定的で二項対立的

な関係ではなく、「ホスト＆ゲスト」という曖昧で複雑な、柔軟で多様な関係である。現在

の峰の原高原に必要なことは新しい制度作りではなく峰の原高原にある人と人との繋がり

であると仮定し、その繋がりからペンション村の持続性を高める方向性を見出すことを目

的とする。 

ある観光地域を事例にして紐解かれる論文はいくつかあるが、ペンションに特化したも

のはない。先行研究と既存のアンケートから峰の原高原ペンション村の顧客特性と経営特

性を明らかにしたうえで、自身の地域おこし協力隊活動の中で見聞きした情報に基づいて

峰の原高原ペンション村におけるホストとゲストの関係性を分析する。分析から、今後峰の

ペンション村にはどのような顧客が必要であり、どのような継承方法が有益であるかを考

察し、ペンション村の持続性を高める手法を検討していく。 

 

（３）対象地域 

本論文は、長野県須坂市峰の原高原を対象とする。峰の原高原は、標高約 1500 メート

ルに位置し、約 40 軒のペンションが立ち並ぶペンション村である。元々は採草地であった

が自動車や化学肥料の普及などにより縮小した。しかし、その独自の豊かな自然環境を生か

し 1971 年に長野県企業局による保健休養地事業が菅平方式によって行われ、1974 年に

は第一号ペンションが開業した 5)。1978 年までペンションや峰の原高原観光株式会社に

よる様々な施設が続々と整備され続け、峰の原高原は農林業的土地利用から観光レクリエ

ーション的土地利用に転換を果たした 3)。 

しかし一方で、スキーブームやペンションブーム、テニスブームと言ったブームの終焉を

受け、1996 年を境にペンション数は減少傾向にある。現在の峰の原高原のお客さまは、ブ

ーム時からのお客さまとそのご家族、そしてスキーや 2000 年代からの運動系合宿のお客

さまが主であり、これまでの顧客の高齢化や一過性のお客さまの増大がペンション村の持

続性にとって問題となっている。 

 

（４）先行研究と本研究の位置づけ 

峰の原高原ペンション村における特性を調査研究した先行研究として、1)、2)、10)が挙

げられる。また、峰の原高原の開発時や開発後に取り組まれた事業に関する記録は、4)、5)

が挙げられる。これらの論文等では、ペンションオーナーへのヒアリングやアンケート、そ

の他のデータを基に峰の原高原ペンション村の顧客特性や経営特性が述べられている。本

論文では、上記の論文等を基に峰の原高原のペンション村の特性を整理する。 

また、ホストとゲストの関係に関する先行研究として、9)、11)～13)が挙げられる。こ

れらの論文では、ホストとゲストに関する様々な関係性が地域別に研究されているものと、

ホストとゲストの関係性から観光人類学の新展開に向けて研究されている論文がある。前

者では小笠原諸島における移住者を事例にした 12）、後者では 11)や 13)が挙げられる。
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本論文では、これらを基にホストとゲストの関係を整理し、独自のデータをかけ合わせて分

析し、峰の原高原のペンション村におけるホストとゲストに関する考察を行う。 

その他、観光地の形成の様子や地域への移住動機などの先行研究として、3)、14)が挙げ

られる。本論文では、これらを基に峰の原高原ペンション村の形成の様子や外部人材の活用

への考察に用いる。 

本研究は、これらの先行研究と独自のデータからペンションの特性を生かしたホストと

ゲストの関係を調査、分析し、個のペンションとペンション村の持続を考察するものとして

新しい。 

 

（５）研究の方法 

①峰の原高原に関する先行研究と既存アンケートの分析を行う。 

②先行研究を参考に「ホスト＆ゲスト関係」を整理する。 

③地域おこし協力隊として活動する中で得た峰の原高原で生じたホスト＆ゲスト関係に関

する実態データを整理する。 

④峰の原高原におけるホスト＆ゲスト関係をタイプ分類する。 

⑤分類ごとに分析し、ペンション村の持続性を考察する。 

 

（６）研究の意義 

長野県企業局の菅平方式によって開発されたペンション村は峰の原高原の他にも八ヶ岳

山麓原村や斑尾高原妙高などがある。峰の原高原をケーススタディとしてペンション村の

顧客特性・経営特性とホスト＆ゲスト関係を統合し、持続性の考察とその手法を検証するこ

とは、それらの地域の持続性を高めることにも繋がる。 

 

（７）本論文の構成 

本論文は以下のような構成になっている。第二章では、峰の原高原ペンション村の現状と

課題をアンケートに基づいて分析し明らかにする。第三章では、峰の原高原ペンション村に

おけるホスト＆ゲストの交流の実態をデータに整理する。第四章では、実態データを基にホ

スト＆ゲストの関係性を分析し、タイプの抽出と持続可能性を考察する。第五章では、本研

究の結論を述べる。 
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第二章 峰の原高原ペンション村の現状と課題 

（１）人口・ペンション軒数の推移と地域おこし協力隊制度の導入 

 1971 年長野県企業局による開発が開始される。以下の図は、峰の原高原ペンション村が

でき、記録が残る 1981 年から 2019 年までの期間における長野県須坂市行政区別人口 6)

を基に人口推移を示したもの（図 1）と第一号ペンションが開業した 1974 年から 2019

年までの期間における旅館組合員数 7)を基にペンション軒数を示したもの(図 2)と記録が

残る 1976年から 2018年までの期間における長野県観光地利用者統計調査 8)を基に峰の

原高原の延べ利用者数の推移を整理したもの(図 3)である。なお、峰の原高原の観光客は約

9 割が県外から、かつ、宿泊のお客さまである。また、2019 年 8 月～9 月に行った観光目

的の来訪者へのヒアリングから、夏の日帰りのお客さまの多くは須坂市の近隣市町村から

の避暑とこもれび広場にある大型遊具目的の来訪が主であった。 

 人口は、1993 年まではおおむね増加傾向にあり、その後 2000 年頃までは横ばい傾向、

2001 年以降はおおむね減少傾向にある。一方ペンション軒数は、1974 年～1984 年の 10

年間は増加傾向にあり、1986 年～1996 年の 10 年間はおおむね横ばい傾向、1997 年以

降はおおむね減少傾向にある。また、2016 年以降は横ばい傾向にある。他方観光客数は、

1992 年にピークを迎え、おおむね減少傾向にあるが、2000 年代に入り、クロスカントリ

ーコースが整備されたことで、持ち直している。なお、2011 年の落ち込みは東日本大震災

の影響が考えられ、近年は横ばい傾向にある。 

 
図 1 峰の原高原の人口の推移 

 
（長野県須坂市行政区別人口データを基に独自に作成） 
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図 2 峰の原高原旅館組合員数の推移 

 
（旅館組合員数データを基に独自に作成） 

 
図 3 峰の原高原の年間観光客入込数の推移 

 

（長野県観光地利用者統計調査データを基に独自に作成） 

 

近年の峰の原高原では澄んだ空気と標高を強みに高地トレーニングの場としての利用が

高まっている。2004 年には「峰の原高原クロスカントリーコース」が開発され、2010 年

には全天候型トラックができるなど、施設整備も進められている。これに伴い、運動系合宿

を受け入れるペンションと団体をとらず個人客のみを受け入れるペンションというように

二分化がみられる。これはペンション開業の動機の違いから起こると考えられ、スポーツが

趣味でペンションを企業経営として開業したタイプと都会の生活から解放されて高原に移

住し生活を送るタイプがあり、前者の流入がみられる一方で後者の高齢化と高齢化に伴う

転出が進む。ただし転出が上回っており、全体として増加は見られない。 
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省の「地域おこし協力隊制度」を活用した取り組みが 2014 年から行われている。2019 年

12 月時点で 2 名の隊員が活動終了、2 名の隊員が活動中である。それぞれ、移住支援や空

きペンションの活用、情報発信や学生連携など活動内容は様々である。 

 

（２）峰の原高原ペンション村の顧客特性と経営特性 

 ここでは先行研究を基に、峰の原高原ペンション村の顧客特性と経営特性を明らかにし

ていく。まず、峰の原高原ペンション村の顧客特性について述べる。1)と 2)より特性は四

つ挙げられる。 

一つ目は、「ペンションオーナーと宿泊客との個人的なつながり」である。これは、2015

年 12 月～2016 年 1 月に峰の原高原内のペンション 5 軒での宿泊者へのアンケートにお

いて「峰の原高原を訪れた目的」が「お気に入りのペンションの存在」や「会いたい人がい

る」という結果を受けたものである 1）。ペンションはホテルやゲストハウス等の他の宿泊

施設に比べ、様々なタイミングにおいてオーナーとの関わりを不可避的に伴う。ペンション

に入ってから出るまで一度もオーナーとその家族と会話を交わさないことはない。話す機

会が多いからこそ親密性が生まれると考えられる。 

二つ目は、「再訪率の高さ」である。これは特性の一つ目が起因していると考えられる。

一度来訪しオーナーと交流することで、再度あのペンションに宿泊したい、という再訪意欲

が生まれる。峰の原高原で活動する中で、開業したペンションがリピータを得るには 5 年

～10 年の月日を要すると伺う。二代目のオーナーにおいても同様で、オーナーが変われば

ペンションも変わるため、前オーナーの時に来訪していた常連客はほとんどゼロになる。つ

まり、再度あのペンションに宿泊したい、という再訪意欲は、再度あのペンションオーナー

に会いたいという再訪意欲であることが伺える。また、ホストとゲストの双方の満足度を引

き出す要因を店内と店外、そしてゲストと同店内において顔を合わせるその他のゲストと

の関係から考察しているのが 9）である。9）では、店内での要因としてホストとゲスト間

の会話が重要であること、店外での要因としてホストによる事前準備やアフターフォロー

が重要であること、そしてゲストと同店内において顔を合わせるその他のゲストの関係で

の要因としてホストによるゲスト間の関係性に注意を払うことが挙げられている。この一

連の流れをペンションに置き換えると、お客さまの予約が入ってから来訪、そして帰路に立

つまでとなる。ペンションは事前予約のため、予約段階でお客さま同士の関係性に注意を払

うことやお客さま数に気を配ることが可能であり、食事内容やお部屋などお客さまの希望

に対応することができる。また、様々なタイミングでの会話やお客さまへの細かいサービス

を行うことができる。さらに現在は SNS やブログでの発信を通して事前準備の様子や宿泊

最中、そして宿泊後のペンションの様子を可視化して伝えることができるためゲストに安

心感や充足感を与えることができる。このようにペンションではホストはゲストの満足度

の高いサービスの提供が行えるため、リピータを獲得しやすいとみられる。 

三つ目は、「県外」である。1998 年から 2018 年の 20 年間の来訪者数を 100％とした
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ときの県内からの来訪者と県外からの来訪者の割合のデータ（図 4）である。1990 年代に

は約 3 割が県内来訪者であったが、その後は減少し、現在まで約１割で落ち着いている。 

 
図 4 県内来訪者と県外来訪者の割合 

 
（長野県観光地利用者統計調査データを基に独自に作成） 

 

四つ目は、顧客形態の「変化」である。これは 1）と 2）の調査結果を受けたものである。

まず 2）では、ペンション 42 戸に対する面接調査が行われた結果、「若年層を中心とした

小グループや家族連れの旅行者」が顧客の多くを占めるとされた。面接調査が行われた

1981 年頃はブームの真っただ中で、ちょうどペンション数が増加していた時期であること

が図²から明らかである。現代は、若者層の人口減少、ブーム終焉に伴う若者層のペンショ

ンの認知度低下などが全体の来訪者の減少に関わっている可能性が考えられる。一方で、1）

におけるアンケートの結果は図 5 であった。想定される顧客形態の選択肢より、「顧客形態

として当てはまるもの」と「顧客形態として当てはまり、かつ、リピータの多いもの」を回

答している。1）で述べられていたものと同様にグループと家族が多いことが分かる。ただ

し 1）では年代は問われておらず不明確であり、2）と必ずしも一致しているとは限らない。

また、2）には述べられていなかったおひとりさまが一定数いることが分かる。こちらも年

代は不明確であるが、その中にはリピータもいることが分かる。さらに、ラグビーOB や学

生の項目では、顧客形態としてはあてはまるがリピータは少ないという結果から、一過性の

お客さまが考えられる。これらのことから、顧客形態としては、1980 年代は「若年層を中

心とした小グループや家族連れの旅行者」であったが、2000 年代は、「顧客形態は多様化

している」といえ、時代とともに変化をしたことが分かる。 
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図 5 客層形態 

 
（ペンションオーナーアンケートを基に独自に作成） 

 

 つぎに、経営特性について述べる。2）で挙げられているペンションの特色に関する項目

を、1）で行われたアンケート調査から峰の原高原のペンションの平均を出したものと比較

し（表 1）、経営特性を述べてみたい。 

 

表 1 アンケート調査に基づく峰の原高原ペンションの特色 
 特色 峰の原高原 理由 

① 洋室でツインルームが基本 △ 
基本的には○. 
ただし、和室や三人以上の客室、
二段ベッドの部屋も有り. 

② 10 室程度,収容人数 30 名程度 ○ 平均：8.1 部屋,24.3 名 
③ 経営者の家族ぐるみのサービス ○  

④ 
食事はダイニングルームでとり、
料金は一泊朝食付き、夕食は別 

△ 
多くのペンションは一泊二食付. 
ただし朝食のみを選択可能なペン
ションも有り. 

⑤ サービス料はとらない ○  

⑥ 家族経営が一般的 △ 
基本的には○ 
ただし繁忙期には家族以外のアル
バイトを雇う場合も有り. 

⑦ 付帯施設を設けない △ 
ドッグコテージやレンタルスキー
施設を付帯しているペンション有
り． 

 

この比較から 2）で述べられているペンションの特色と峰の原高原のペンションとは異な

る項目がみられる。洋室にこだわらない和室や食事の提供、ペット可能コテージやレンタル

スキーなどの付帯施設があることが分かる。峰の原高原のペンションには、中古で購入した

ペンションや一世代空いて新規に建てられたペンションが含まれる。そのため時代ととも
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に変化したものと考えられる。 

その他、2)では専業であったペンション業であるが、現在は副業を行うオーナーが少なく

ない。その形態としては、アルバイトを行う、資格を取得しその他の生業を持つといったも

のである。また 2)ではダイレクトメールによる呼びかけや口コミによる集客が主となって

いたが、現代では SNS や各ペンションのホームページ、さらには旅行会社の宿ランキング

などのインターネット上での客観的評価といったものも一つの宣伝手段となっている。 

さらに、2）で述べられているようなごみ処理問題は解決済みである。住民意識について

は定かではないが、地域住民の交流は、観光協会主催のイベントや環境整備、区の作業など、

地域の人で地域を守っていく、発信していくという環境が整えられたことを通して増加し

ていると考えられる。 

他方 10）では、オーナーの年代により経済状況や就学状況といった環境が異なるため経

営は分化するとされ、経営の変容が年代に分けて述べられている。それを項目ごとに整理し

たものが表 2 である。 

 
表 2 峰の原高原におけるペンション経営の変容 

項目 年金納付世代 年金受給世代 

ネット予約 あり なし 

合宿の受け入れ あり なし 

年金給付 なし あり 

借金返済 最中 終了 

子育て 最中 終了 

経営特性 
・稼ぐことに前向き 
・新規戦略に積極的 

・生活をわざわざ変えない 
・新規戦略に消極的 

 

表 2 は項目ごとに例外が考えられ、顧客形態の多様化とともに経営形態も多様化してい

ると考えられる。また、ネット予約やカード決済、Wi-Fi の整備は国の観光政策の一つにな

るほど重要視されている。それに対応できるか否か、するかしないか、という分化は避けら

れないであろう。 

 このように経営特性も顧客特性と同様に多様化しており、食事形態や付帯施設、ネット環

境の整備など時代とともに変化していることが分かる。また、オーナーの年代により経営意

識の差異がみられ、現在の峰の原高原では両者が混在している状況にある。 
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第三章 峰の原高原ペンションビレッジにおけるホストとゲストの交流の実態 

（１）調査方法と概要 

2019年 4 月から峰の原高原観光協会地域おこし協力隊として活動する中で、地域の方々

から見聞きしたペンションでの出来事をホストとゲストの関係に関わるものに関してデー

タ化を行った。 

観光における「ホスト」は、ツーリストを受け入れてもてなし、その要求に応える職業者

のことを指し、一方の「ゲスト」は、お金を支払ってもてなされるお客さまのことを指す 11)。

峰の原高原の場合は、ホストがペンションオーナーとその家族、そしてゲストがペンション

に宿泊されるお客さまとなる。 

上述した「ホスト」と「ゲスト」は言葉の解釈の関係性をみると、固定的で二項対立的な

印象がある。しかし、必ずしもそのような関係性であるとは限らないような関係がみられる

ことを「ホスト＆ゲスト関係」と本論文では示している。ホスト＆ゲスト関係は、誰がホス

トで誰がゲストであるのかは状況により予期せず変化し、ゲストのホスト化やホストのゲ

スト化、そしてゲストとホストのどちらとも言えない状態などが起こりうるとされる。ホス

ト＆ゲスト関係は可変性を持ち 12)、曖昧で複雑な、柔軟で多様な関係である 13)。 

ここでは、峰の原高原ペンション村におけるホスト＆ゲスト関係を地域おこし協力隊と

して活動する中で見聞きした出来事のデータに基づき整理、分類し、分析を行う。 

 

（２）実態データ 

 地域おこし協力隊として活動する中で見聞きしたペンションにおけるホストとゲストの

様々な関係をデータ化した。データの「時期」は見聞きした時期である。ペンションは一般

的に来客に対して様々なサービスを行う場所で、来客はそのサービスに対して料金を支払

う。そのため、ホスト＝ペンションオーナーとその家族、もしくは峰の原高原そのもの、ゲ

スト＝宿泊したお客さまとする。 

 

（事例１） 
名称 峰の原高原について学ぶ学生の外部向けサービス 
場所 旧青年の家 
時期 2017 年 10 月・2018 年 10 月 
概要 長野大学の講義で峰の原高原に来訪した学生が、後日峰の原高原観光協会主催

のイベントに参加したことをきっかけに、その他の峰の原高原観光協会主催の
「お菓子パーティー」の運営側のスタッフとして参加し、地域の方々と協力し
て参加者をもてなした。 

ホスト 峰の原高原について学ぶ学生 
ゲスト イベント参加者 
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（事例２） 
名称 峰の原高原について学ぶ学生の外部向け企画 
場所 ペンション T・ペンション M・ペンション P 
時期 2018 年 2 月・2018 年 6 月・2019 年 12 月 
概要 峰の原高原について学ぶ学生が、峰の原高原内のペンション T・M・P に協力

を依頼し、「ペンションごはん会」というコラボレーション企画を行い、企画
の主催者として参加者を迎えた。 

ホスト 峰の原高原について学ぶ学生 
ゲスト イベント参加者 

 
（事例３） 
名称 峰の原高原に興味を持った研究者の内外部向け活動 
場所 峰の原高原全体 
時期 2019 年 4 月 
概要 峰の原高原の環境に興味を持った研究者が、地域の人や共感した人を巻き込み

峰の原高原の環境整備を行った。研究者が不在でも、地域の人や共感した人が
主体となって峰の原高原の環境整備活動を続けている。 

ホスト 研究者 
ゲスト 地域の人・共感した人 

 
（事例４） 
名称 常連参加者の外部向けサービス 
場所 こもれび広場 
時期 2019 年 5 月 
概要 峰の原高原観光協会主催の「峰の原の草原をつくろう」という環境整備イベン

トの参加者が、参加の回数を重ねることで常連になり、イベントを補助する存
在になる。常連参加者は、毎度同じペンションに宿泊し、ペンションの常連に
もなっている。 

ホスト 常連参加者 
ゲスト イベント参加者 

 
（事例５） 
名称 ペンション宿泊者のペンションオーナー向けサービス 
場所 ペンション K 
時期 2019 年 6 月 
概要 ペンション K の川越在住の宿泊者が、峰の原高原（寒冷地）で育てられないお

花を自宅にて管理する。毎年 5 月の連休の時にペンションオーナーが宿泊者
のお宅に引き取りに伺う。このお花はペンション K の駐車場から玄関までの
道に飾られ、ペンション K の魅力の一つになっている。 

ホスト 横浜在住の宿泊者 
ゲスト ペンションオーナー 

 
（事例６） 
名称 宿泊者のペンションオーナーとのレクリエーション 
場所 ペンション A 
時期 2019 年 6 月 
概要 テニス大会で上位に入るほどの腕前を持つペンション A のオーナーが、一般

の宿泊者や自身以上の腕前を持った宿泊者とテニスをしたり、峰の原高原で開
催される大会でプレイヤーとして参加したりする。これはペンションオーナー
にとって一つの楽しみになっている。 

ホスト 宿泊者 
ゲスト ペンションオーナー 
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（事例７） 
名称 ペンションオーナーの宿泊者がシェフをしている洋食屋への来訪 
場所 千葉にある洋食屋 
時期 2019 年 6 月 
概要 ペンション K のオーナーが、宿泊者がシェフをしている千葉の洋食屋に来訪

し食事を楽しんだ。ペンションオーナーとその家族は洋食屋の常連になってい
る。 

ホスト 宿泊者 
ゲスト ペンションオーナー 

 
（事例８） 
名称 常連宿泊者の外部向けサービス 
場所 こもれびホール 
時期 2019 年 6 月 
概要 ペンション T の常連宿泊者が、峰の原高原観光協会主催の「高原食堂」の運営

側のスタッフとして参加をし、地域の方と協力して参加者をもてなした。 
ホスト 常連宿泊者 
ゲスト イベント参加者 

 
（事例９） 
名称 宿泊者のペンションオーナー向けプレゼント 
場所 ペンション M 
時期 2019 年 6 月 
概要 ペンション M に再訪した宿泊者が、ペンションの名前にちなんだインテリア

をペンションオーナーにプレゼントした。そのインテリアはペンション M の
ダイニングに飾られの魅力の一つとなる。 

ホスト 宿泊者 
ゲスト ペンションオーナー 

 
（事例 10） 
名称 ペンション建築者のペンション来訪と宿泊 
場所 ペンション T 
時期 2019 年 7 月 
概要 ペンション T の建築に携わった建築者が約 40 年越しにペンション T に宿泊

者として来訪する。建築時はペンションオーナーがお金を支払うゲスト側で建
築者がお金を受け取るホスト側であった。 

ホスト ペンションオーナー 
ゲスト ペンション建築者 

 
（事例 11） 
名称 常連宿泊者のペンションオーナー向けプレゼント 
場所 ペンション R 
時期 2019 年 7 月 
概要 ペンション R の常連の宿泊者が、ペンション R に宿泊者の子どもが使わなく

なったおもちゃを贈与した。そのおもちゃは、子ども連れの多いペンション R
の魅力の一つになっている。 

ホスト 常連宿泊者 
ゲスト ペンションオーナー 
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（事例 12） 
名称 宿泊者のペンションオーナー向け挨拶 
場所 こもれびホール前 
時期 2019 年 8 月 
概要 ペンション S に陸上の合宿で来ていた女子中学生が、高校に進学し、峰の原高

原内の他ペンションに合宿にきた。その際に中学時代に宿泊したペンションの
オーナーやその家族と挨拶を交わす。 

ホスト 女子高校生 
ゲスト ペンションオーナー 

 
（事例 13） 
名称 常連宿泊者の外部向けサービス 
場所 ペンション R 
時期 2019 年 8 月 
概要 ペンション R の常連宿泊者が、ペンション R の繁忙時期に住み込みでペンシ

ョンのお手伝いをし、ペンションオーナーとその家族と協力して来訪者をもて
なす。 

ホスト 常連宿泊者 
ゲスト ペンション K の来訪者 

 
（事例 14） 
名称 峰の原高原に魅力を感じた芸術家の外部向けワークショップ 
場所 こもれび広場 
時期 2019 年 8 月 
概要 峰の原高原に初めて訪れた芸術家が、峰の原高原の自然環境に惚れ、後日峰の

原高原の自然環境を使い親子対象の独自ワークショップを開催した。 
ホスト 芸術家 
ゲスト 地域内外のワークショップ参加者 

 
（事例 15） 
名称 仕事で峰の原高原に訪れる女性の子どもむけミニワークショップ 
場所 こもれび広場 
時期 2019 年 8 月 
概要 普段は仕事で峰の原高原に訪れている女性が、峰の原高原の自然環境に惚れ、

子どもの夏休みの自由研究の材料集めに子どもたちと来訪した。 
ホスト 峰の原高原に仕事で訪れる女性 
ゲスト 子ども 

 
（事例 16） 
名称 宿泊者たちの内外部向けミニ演奏会 
場所 こもれびホール 
時期 2019 年 8 月 
概要 ペンション S に合宿で宿泊をした中高一貫校の吹奏楽部の生徒が、合宿最終

日に宿泊したペンションのオーナーやその家族、地域の人や観光客を対象とし
たミニコンサートを無料で行った。 
この取り組みは 2018 年度も行われており、昨年偶然にもその日にやってきて
ミニコンサートを鑑賞したという観光客から、今年はいつ行われるのかという
問い合わせがあった。 

ホスト 吹奏楽部の生徒 
ゲスト ペンションオーナーとその家族・地域の人・観光客 
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（事例 17） 
名称 音楽団の内外部向けミニコンサート 
場所 ペンション H 
時期 2019 年 9 月 
概要 ペンション H に宿泊したコンサートを控えた三名からなる音楽団が、ペンシ

ョンオーナーやその家族、同日の同ペンションの宿泊者や他ペンションの宿泊
者、地域の人や観光客を対象としたミニコンサートを無料で行った。 

ホスト ペンション H に宿泊した音楽団 
ゲスト ペンションオーナーとその家族・宿泊者・地域の人・観光客 

 
（事例 18） 
名称 ペンション建築者のペンションオーナー向けプレゼント 
場所 ペンション T 
時期 2019 年 9 月 
概要 ペンション T の建築に携わった建築者が、建築者だからこそ分かるそのペン

ションの素材感を生かした手作りのインテリアをペンションオーナーにプレ
ゼントした。そのインテリアはペンションのダイニングに飾られ魅力の一つと
なっている。また、このインテリアは少しずつ要素が付け加えられており、宿
泊者の楽しみの一つになっている。 

ホスト ペンション建築者 
ゲスト ペンションオーナー 

 
（事例 19） 
名称 宿泊者のペンションオーナー向けプレゼント 
場所 ペンション J 
時期 2019 年 9 月 
概要 ペンションに再訪した宿泊者が、「このペンションに似合いそうだ」と選んだ

インテリアをペンションオーナーにプレゼントした。そのインテリアはペンシ
ョンのダイニングに飾られ、魅力の一つとなる。 

ホスト お客さま 
ゲスト ペンションオーナー 

 
（事例 20） 
名称 音楽家の内外部向けチャリティーコンサート 
場所 ペンション P 
時期 2019 年 12 月 
概要 ペンション P に宿泊した音楽家が、ペンションのために演奏したい曲目で、無

料でペンションオーナーとその家族、観光客を対象としたチャリティーコンサ
ートを行った。 

ホスト 音楽家 
ゲスト ペンションオーナーとその家族・観光客 

 
（事例 21） 
名称 峰の原高原について学ぶ学生の学生向け企画 
場所 ペンション S、ロッジ A、ロッジ Y 
時期 2019 年 11 月 
概要 峰の原高原について学ぶ大学 2～4 年生 10 名が、峰の原高原内の複数のペン

ションに協力を依頼しコラボレーション企画を行った。学生に峰の原高原の存
在を認知してもらうことを目的に大学 1 年生 13 名を峰の原高原に招待し、峰
の原高原の特色であるペンションをめぐり、オーナーとの交流を楽しんでもら
うという内容である。 

ホスト 峰の原高原について学ぶ学生 
ゲスト 参加学生 
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（事例 22） 
名称 峰の原高原について学ぶ学生の環境整備活動 
場所 峰の原高原テニスコート・ゲレンデ 
時期 2019 年 11 月 
概要 峰の原高原について学ぶ大学 2～4 年生 10 名が、峰の原高原の一助になるこ

とを目的として、冬に備えたテニスコートの片付けや山野草保全のための峰の
原高原スキー場のゲレンデの草刈りを行い、地域の魅力につながる作業に関わ
った。 

ホスト 峰の原高原について学ぶ学生 
ゲスト 峰の原高原 

 
（事例 23） 
名称 宿泊者のペンションオーナー化 
場所 ロッジ Y 
時期 2019 年 11 月 
概要 現ペンションオーナーが仲間とツーリングをした際の宿泊先が、前ペンション

オーナーが経営する現ペンションであった。後継者を考えていた前ペンション
オーナーと漠然と転職を視野に入れていた現ペンションオーナーの考えが一
致した。一年間前ペンションオーナー家族と共同生活をし、前ペンションオー
ナーからお客さまの引継ぎやアドバイスを受ける仮経営期間を設け、翌年独立
した。 

ホスト 現ペンションオーナー 
ゲスト 新規宿泊者 

 
（事例 24） 
名称 ペンションオーナーと常連宿泊者共同の学生向けワークショップ 
場所 ペンション P 
時期 2019 年 12 月 
概要 峰の原高原について学ぶ学生が、ペンション P のオーナーに学生向け企画の

協力を依頼したところ、ペンション P のオーナーはその企画に+αで合いそう
な企画と協力してくれるペンションの常連宿泊者を探し、共同で学生とワーク
ショップを開く。 

ホスト 峰の原高原について学ぶ学生・ペンションオーナー・常連宿泊者 
ゲスト 参加学生 

 
（事例 25） 
名称 常連宿泊者のペンションオーナー向けおもてなし 
場所 ペンション N 
時期 2019 年 12 月 
概要 北海道からの宿泊者が、生のタラを購入してペンション N に来訪した。ペンシ

ョンの台所を使用して調理を行い、ペンションオーナーとその家族、同日同ペ
ンションのお客さまと一緒に食べた。 

ホスト 常連宿泊者 
ゲスト ペンションオーナー 
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（事例 26） 
名称 ペンションオーナーの常連宿泊者宅への訪問 
場所 ペンション K 
時期 2019 年 12 月 
概要 ペンションオーナーが京都在住の常連宿泊者のお宅へ訪問し、宿泊をする。そ

の際、ペンションオーナーが手土産を持参すると、常連宿泊者もペンションに
宿泊する際に持参しなければならなくなるという理由から手土産はなし、とい
う規則を結んでいる。 

ホスト 常連宿泊者 
ゲスト ペンションオーナー 
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第四章 データに基づくホスト＆ゲスト関係の分析 

（１）タイプの抽出と分析 

第三章（2）の事例 1～26 のデータは、大きく一時的なサービスの提供と半永久的なサ

ービスの提供による発生するホスト＆ゲスト関係に分類された。一般的な観光施設の場合

と峰の原高原での事例の場合を比較しつつ、データを整理し分類したものが表 3 である。 

 

表 3 峰の原高原に見られるホスト＆ゲスト関係分類表① 

想定される状況 
一般的な 

観光施設 
峰の原高原事例番号 分類 タイプ 

一時的なサービスの 

提供  

宿泊施設→ 

宿泊者  

6,12 
ホストとゲストで時間を共有している間、ゲストがホストと対等な関

係になる 
【1】 

1,2,4,8,13,21,24 
ホストとゲストで時間を共有している間、ゲストがホスト（個人）と

対等な関係になり、新たなゲストを迎えることでホストになる 
【2】 

14,15,22 
ホストとゲストで時間を共有している間、ゲストがホスト（地域）と

対等な関係にあり、新たなゲストを迎えることでホストになる 
【3】 

3,5,710,16,17,20,23,26 ゲストがホスト化する 【4】 

25 
ゲストからホストへのプレゼントが時間を共有している間、ホストは

ゲスト化し、ゲストはホスト化する 
【5】 

半永久的なサービス

の提供 
― 9,11,18,19 

ゲストからホストへのプレゼントが個の P の魅力となることで、半永

久的にホストはゲスト化し、ゲストはホスト化する 
【6】 

 

タイプ【１】は、ホストとゲストで時間を共有している間、ゲストがホストと対等な関係

になるホスト＆ゲスト関係である。一般的な観光施設の場合は、ホストがゲストをもてなし、

ホストがゲストと対等になることもゲストがホストと対等になることも起こり得ない。し

かし、事例６,12 の場合は、ホストとゲストが共通の話題を持ち、その時間を共有している

間はゲストとホストが対等な関係にあると言える。 

【タイプ２】は、ホストとゲストで時間を共有している間、ゲストがホスト（個人）と対

等な関係になり、新たなゲストを迎えることでホストになるホスト＆ゲスト関係である。一

般的な観光施設の場合はタイプ【１】と同様であるが、事例 1,2,4,8,13,21,24 の場合は、

ホストかゲストの働きかけにより得られた時間をホストとゲストで共有している間はゲス

トとホストが対等な関係にあり、さらに新たなゲストを迎えることにより、ゲストはホスト

化すると言える。 

【タイプ３】は、ホストとゲストで時間を共有している間、ゲストがホスト（地域）と対

等な関係にあり、新たなゲストを迎えることでホストになるホスト＆ゲスト関係である。タ

イプ【２】と事例 14,15,22 の相違点は、ホストがペンションオーナーやその家族と言った

個人であるか、峰の原高原全体であるか、という点である。 

【タイプ４】は、ゲストがホスト化するホスト＆ゲスト関係である。タイプ【２】・タイ

プ【３】と事例 3,5,7,10,16,17,20,23,26 の相違点は、ホストとゲストが対等になること

はないという点である。ホストかゲストの働きかけにより、ゲストとホストの役割や立場が
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逆転すると言える。 

【タイプ５】は、ゲストからホストへのプレゼントが時間を共有している間、ホストはゲ

スト化し、ゲストはホスト化するホスト＆ゲスト関係である。一般的な観光施設の場合はタ

イプ【１】と同様であるが、事例 25 の場合は、ゲストの働きかけにより得られた時間を共

有している間は、ホストとゲストは相互に逆転していると言える。 

【タイプ６】は、ゲストからホストへのプレゼントが個のペンションの魅力となることで、

半永久的にホストはゲスト化し、ゲストはホスト化するホスト＆ゲスト関係である。一般的

な観光施設の場合は来訪中の一時的なサービスに限るが、事例 9,11,18,19 の場合は、ゲ

ストからホストへのプレゼントがペンションの魅力の一つとしてペンション内外に飾られ

たり、新たなゲストに使用されたりすることで永久的に、ホストとゲストは逆転すると言え

る。ただし、プレゼントが破損してしまったり、譲渡されたりすることも考えられるため、

半永久的とする。 

 

○表 3 のまとめ 

これらのことから、ホスト＆ゲスト関係には、一時的に変化するものと半永久的に変化す

るものに分けられ、さらにホストとゲストが対等な関係になり「融合」する場合やホストと

ゲストが一方的に「逆転」する場合、そしてホストとゲストが相互に「逆転」する場合に分

けられる。これらは、働きかけの内容や働きかけの主体、ホストやゲストが担う役割により、

表⁴のようにさらに分類できる。 

 

表 4 峰の原高原に見られるホスト＆ゲスト関係分類表② 

タイプ 提供するサービスの内容 事例番号 役割 事例番号 

【1】 アクティビティの提供 6,12     

【2】 ホストの働きかけによる「人手」の提供 1,4,8,13     

 
ゲストの働きかけによる「機会」の提供 2,21,24 ゲストがホストと新ゲストを繋ぐ役割を担う 2,21 

 
    

ホストが新ホストとゲストを繋ぐ役割を担う+ゲストがホスト

と新ゲストを繋ぐ役割を担う 
24 

【3】 ゲストの働きかけによる「人手」の提供 22 新ゲストなし 22 

 ゲストの働きかけによる「機会」の提供 14,15 ゲストがホストと新ゲストを繋ぐ役割を担う 14,15 

【4】 ホストの働きかけによる「機会」の提供 7,23   
 

 ホストの働きかけによる「場所」の提供 5,26   

 
ゲストの働きかけによる「機会」の提供 10,16,17,20 

ゲストがホストと新ゲストを繋ぐ役割を担う 
16,17,20 

 
ゲストの働きかけによる「知識」の提供 3 3 

【5】 ゲストの働きかけによる「機会」の提供 25 ゲストがホストと新ゲストを繋ぐ役割を担う 25 

【6】 ゲストの働きかけによる「モノ」の提供 9,11,18,19 ゲストがホストと新ゲストを繋ぐ役割を担う 9,11,18,19 

 

タイプ【１】は、ホストとゲストどちらからの働きかけによるものかは不明であるが、両

者のアクティビティの提供により、双方がホストでもゲストでもない対等な立場で融合し

ている。 



19 

【タイプ２】は、ホストの働きかけによる「人手」の提供とゲストの働きかけによる「機

会」の提供により、ゲストはホストと対等な立場で融合し、新たなゲストを迎えることでゲ

ストからホストへ一方的な逆転が成立している。事例 2,21 では、ゲストとホストが創出し

た機会を、新たなゲストに伝え招くことで、ホストに新たなゲストを繋げる役割を担ってい

る。また事例 24 では、ゲストとホストが創出した機会に、ホストが新たな視点を持つホス

トに声をかけ、招くことで、ホストはゲストに新たなホストを繋げる役割を担っている。そ

して、ゲストとホストと新たなホストの三者が創出した機会に新たなゲストを伝え招くこ

とで、ホストに新たなゲストを繋げる役割を担っている。 

【タイプ３】は、ゲストの働きかけによる「人手」と「機会」の提供により、ゲストはホ

ストと対等な立場で融合し、新たなゲストを迎えることでゲストからホストへ一方的な逆

転が成立している。事例 22 では、ゲストの働きかけによる「人手」の提供がされているが、

ゲストのみで完結されている。そのため、この時点においての役割は特にない。一方事例

14,15 では、事例 22 と同様にゲストの働きかけによるサービスの提供であるが、ゲスト

がホストである峰の原高原を利用して創出した機会に、新たなゲストを伝え招くことで、ホ

ストに新たなゲストを繋げる役割を担っている。また、峰の原高原の自然環境がホストにな

り得るのは、保全活動によって自然環境が魅力的になっているからである。保全活動をする

ホストは、保全された自然環境を通して、機会を創出したホストと新たなゲストは繋がり合

っている。 

【タイプ４】は、ホストの働きかけによる「機会」と「場所」の提供とゲストの働きかけ

による「機会」と「知識」の提供により、ゲストとホストの役割や立場が逆転している。事

例 16,17,20 では、ゲストが創出した機会に、ホストと新たなゲストを招くことで、ホスト

に新たなゲストを繋げる役割を担っている。また事例３では、ゲストがホストに知識や技術

を伝授しつつ活動を広げることで、ホストに新たなゲストを繋げる役割を担っている。 

【タイプ５】は、ゲストの働きかけによる「機会」の提供により、ホストとゲストは相互

に逆転していると言える。事例 25 では、ゲストがホストにプレゼントをし、さらにプレゼ

ントを調理して振舞うという機会において、ホストのゲスト化、ゲストのホスト化という相

互の逆転がみられる。また、ホストとゲストは一緒に食事を楽しんだことから、双方がホス

トでもゲストでもない対等な立場で融合している。さらにこのゲストは偶然にも同ペンシ

ョンに宿泊していたゲストがおり、ホスト化をしている。このようにゲストがホストやゲス

トと新たなゲストを繋げる役割を担っている。 

【タイプ６】は、ゲストの働きかけによる「モノ」の提供により、ホストとゲストは相互

に逆転していると言える。事例 9,11,18,19 では、ゲストからホストへのプレゼントが個

のペンションの魅力となることで、半永久的にホストのゲスト化、ゲストのホスト化という

相互の逆転がみられる。ゲストはプレゼントを介してホストと新たなゲストを繋げる役割

を担っている。 
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○表 4 のまとめ 

このように見ていくと、ホストとゲストの間に発生するサービスの授受により、ホスト＆

ゲスト関係は成立することが明らかになった。また、ホストとゲストの間に発生するサービ

スは大きく分けて、ホストの働きかけにより起こるものとゲストの働きかけにより起こる

ものがあり、働きかけにより提供されるサービスは、「人手」・「機会」・「場所」・「知識」・「モ

ノ」に分類される。さらに、ホストからの働きかけによるサービスの授受には、ゲストに役

割は見受けられないが、ゲストからの働きかけによるサービス、かつ、新たなホストや新た

なゲストを迎え入れるサービスの授受には、新たな人を繋ぐ役割を担っていることが明ら

かになった。その他、人ではない地域の自然環境がホストになり得るのは保全している人が

いるからであること、ホストとゲストの間に発生するサービスの授受には金銭が発生しな

いことが明らかになった。 

 

○峰の原高原でホスト＆ゲスト関係が発生する理由 

峰の原高原ペンション村で、ホスト＆ゲスト関係が多発するのはなぜなのか。そこにはペ

ンションの特性と経営努力が関係していると考える。ペンション業は経営特性で触れたよ

うに、家族経営という小規模であり、顔の見える人同士が関わり合うサービス業である。そ

のためホストとゲストは多くの時間を共有する。事例からホストとゲストの共有時間にホ

スト＆ゲスト関係になることが明らかになったように、ホストとゲストで多くの時間を共

有することで、必然的に相互に信頼を築くことに繋がりホストとゲストの間に発生するサ

ービスの授受が起こりやすい環境にあると言える。また、以前はペンションガイドブックに

掲載されている少ない情報からそのペンションがどんなペンションかを見定めなければな

らなかったため「来訪してみると違った」というホストとゲストのミスマッチングが起こり

得た。しかし現代は各ペンションの HP を見ればお部屋はもちろん、食事やお風呂まで大体

のペンションの様子が分かる。 

また、Instagram や Twitter と言った SNS を通して、ホストの様子や他のゲストの様子

が分かる。ゲストは他のゲストを通してペンションの雰囲気を知ることができる。このよう

な現代ならではのインターネットを使ったホストの発信は、ホストとゲストのミスマッチ

ングの減少に繋がり、来訪意欲や紹介意欲を引き出すことができるため、こまめな発信を行

うという経営努力から必然的に相互に信頼を築くことに繋がりホストとゲストの間に発生

するサービスの授受が起こりやすい環境にあると言える。 

このような環境下でゲストが来訪し、ホストと馬が合えば“あのペンションオーナーに会

いたい”という再訪意欲につながり、さらにはホスト＆ゲスト関係の構築に繋がる。ホスト

＆ゲスト関係は単なるお金やサービスの授受の関係ではなく、人と人の関わりや繋がりか

ら生まれる関係なのである。 
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（２）持続可能性への考察 

ここまで、先行研究と既存アンケートを基に峰の原高原ペンション村の顧客特性と経営

特性を明らかにし、地域おこし協力隊の活動の中で見聞きした出来事を峰の原高原ペンシ

ョン村におけるホスト＆ゲスト関係として整理、分類、分析を行った。ここでは、分析から

今後峰の原高原にはどのような顧客が必要であり、どのような継承方法が有益であるかを

考察しペンション村の持続性を高めることができるかを検討する。 

今や日本の多くの地域で“地域活性化”がうたわれている。その中で、峰の原高原の魅力

は何なのか。ホスト＆ゲスト関係から明らかになったように、なんといっても「人」である。

そして人に何かをしたいと思わせるような人の手で保全されてきた「自然環境」である。以

下では、「人」に着目した峰の原高原に必要な顧客とペンションの継承方法と「自然環境」

に着目した峰の原高原に必要な顧客と自然環境の継承方法を考察していく。 

 

○「人」に着目した峰の原高原に必要な顧客 

峰の原高原の「人」から考えられる今後峰の原高原に必要な顧客は、「ホストに合うゲス

ト」であり、「量より質」である。峰の原高原には様々な経験と趣味を持った個性豊かな人々

が居住している。言い換えると、様々な価値観が宿っており、そのようなペンションオーナ

ーたちにゲストは寄ってくる。そのため、それぞれのペンションの価値観に合う人、つまり

「ホストに合うゲスト」を顧客として迎える必要がある。また、ホスト＆ゲスト関係から、

様々な価値観が宿る地域だからこそ、個々のペンションによるホスト＆ゲスト関係とは別

に、複数のペンションによるホスト＆ゲスト関係、峰の原高原全体によるホスト＆ゲスト関

係といった広域で関係を築いていくことが大切になる。なぜなら、ホスト＆ゲスト関係で

個々のペンションの魅力が向上したように、広域のホスト＆ゲスト関係は広域の魅力の向

上を見込めるからである。さらにゲストの働きかけにより起こるホスト＆ゲスト関係は新

たな人を繋ぐ力があることが明らかになったことから、ホスト＆ゲスト関係は広域で広が

れば広がるほど、関わり合う人は増え、峰の原高原はさらに多様な価値観をもつペンション

村になることを見込める。一方で、ペンション村全体が価値観を受け入れる寛容さが必要と

なる。完全移住者からなる多様な価値観が混在する村であることを住民意識として統合し、

新たな価値観を受け入れる寛容さがなければ、新たな価値観の流入は価値観の違いにより

マイナスに作用する可能性がある。広域の連携をするには地域としての受け入れ態勢を整

える必要がある。 

 

○「人」に着目した峰の原高原に必要なペンションの継承方法 

「人」から考えられる今後峰の原高原に必要なペンションの継承方法で最も有効的なの

は、宿泊者の中からペンションをやりたい人を見つけることである。後継者と言うと血縁や

外部の若い人が新しく入って行う印象があるが、ペンションの顧客特性から、ペンションの

面白さや自由さ、季節変化に対応した手入れなど、一番に気が付く存在はゲストである。ま
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た、ホスト＆ゲスト関係を自然と熟知している。そして、個性的なオーナーに引き寄せられ

た個性的な人である。全く関わりのない外部のどなたかよりか、身近で関わりの深いどなた

かにに販売したり譲渡したりする方がペンションには向いているとホスト＆ゲスト関係か

ら言える。さらに言えば、ペンションという形態にこだわらず、ペンションというハコを利

用してペンション業ではない新たな生業を展開する場として利用することもホスト＆ゲス

ト関係から十分考えられる。 

 

○峰の原高原におけるホスト＆ゲスト関係から見られるペンション継承タイプ 

ペンションの継承タイプ〈１〉 

ペンションにゲストとして来ていた宿泊者が、オーナーから直接引き継ぐ 

 

ペンション継承タイプ〈２〉 

ペンションにゲストとして来ていた宿泊者が、複数のペンションを持っているペンション

オーナーから一つのペンションを借り、ホストとしてペンションの仮営業を行う。仮営業後

に自分でペンションを取得し、本格営業に取り組む。 

 

○「自然環境」に着目した峰の原高原に必要な顧客 

峰の原高原全体をホストとして「自然環境」から考えられる今後峰の原高原に必要な顧客

は、「峰の原高原の自然環境を愛する人」であろう。峰の原高原で行われたペンションオー

ナーへのインタビューやアンケートを見ると、峰の原高原への移住理由の多くは北アルプ

スの眺望の良さや山暮らしが好きであるというものであった。このような眺望の良さを求

める人は自然を愛する人であると言える。また、峰の原高原の自然環境は保全されつつ、利

用されてきた。このような、自然環境を保全する人、そしてそれを活用する人もまた自然を

愛する人であると言える。 

 

○「自然環境」に着目した峰の原高原に必要な自然環境の継承方法 

「自然環境」から考えられる今後峰の原高原に必要な自然環境の継承方法で最も有効的

なのは、自然環境に関わる保全活動や観察活動を通して、自然を愛する人を見つけ、繋がり

合うことである。峰の原高原の自然環境は人の手によって守られてきた分、自然環境を愛す

る人の手を途切れさせず、継承し続けることを必要とする。峰の原高原では、幸い自然を愛

する人の行動が新たな自然を愛する人を呼んでいることが事例から見て取れる。さらに自

然環境の場合はペンションの継承と異なりハコを継承することはなく、知識や技術、志など

ソフトを継承していくため、必ずしも峰の原高原に住む必要がない。よってホストにもゲス

トにも負担が少なくホスト＆ゲスト関係を徐々に広げていくことで比較的継承がしやすい

と言える。 
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○考察のまとめ 

このように峰の原高原ペンション村の持続は、峰の原高原の「人」の持続と「自然環境や

景観」の持続、どちらも実現されて適うことになる。そしてそれを可能にするのが、現在峰

の原高原ペンション村にいる人たちであり、ゲストたちである。そしてその両者によるホス

ト＆ゲスト関係から繋がる新たなゲストである。ただ、高齢化が進む現在、今まで通りにや

るには限界がある。量より質といえども、ある程度量がいないと人の保全により魅力を持っ

ている自然環境のある峰の原高原という地域の持続性は難しい。では、ペンション村の持続

性を高めるにはどうしたらよいのか。 

それは、外部人材の「活用」を地域でもう一度考えることにある。外部人材にはもちろん、

ホスト＆ゲスト関係から分かったホストからの働きかけによるホスト化するゲスト、ゲス

トからの働きかけによるホスト化するゲスト、そしてその両者によるホスト＆ゲスト関係

から繋がる新たなゲストの存在がある。現在の彼ら彼女ら（ホスト＆ゲスト関係から生まれ

た外部人材や地域おこし協力隊）は少なからず峰の原高原に興味を持ち、無償でペンション

オーナーや峰の原高原を信頼して、関わり合っている。この関係を「活用」することで、彼

ら彼女らの固定化、安定化に繋がり、今後の峰の原高原の持続を助けるホスト化した人材と

なっていく。彼ら彼女らがホストと一緒に新たなゲストを巻き込んだり、SNS を利用して

発信したりすることで、ホスト＆ゲスト関係は広がっていく。また事例の中には峰の原高原

近隣市町村に位置する大学の学生の存在がみられ、ホスト＆ゲスト関係を広げやすく、また

引き継ぎやすい環境があると言える。ホスト＆ゲスト関係にある彼ら彼女らをどう活用し

ていくかを地域で考える必要性が見えてくる。 

また、峰の原高原では 2014 年から地域おこし協力隊制度が活用されている。定住者は

出ておらず、地域おこし協力隊制度への住民の意識や認識には差があるが、継続的に地域お

こし協力隊を受け入れている。 

このように既存の住民とは異なる年齢層、異なる考え方や技術を持つ人材がホスト＆ゲ

スト関係から生み出され、地域づくりに関わることで、さらなる価値観の多様性が生み出し、

峰の原高原を輝かせることに繋がる。一方で外部人材を活用していくことが今後は必要で

あり、その活用には、地域の受け入れ態勢が重要である 14)。地域の持続性のためには、地

域として外部人材をどのように活用していくべきであり、どのような活用をしてほしいの

かなどを外部人材も含めて多くの時間を費やして話し合い、地域というホストと外部人材

というゲストの間にホスト＆ゲスト関係が生まれることが持続性を高めると言える。 
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第五章 結論と提言 

本論文は、先行研究と既存アンケートを基に峰の原高原ペンション村の顧客特性と経営

特性を明らかにし、自身の地域おこし協力隊活動の中で見聞きした出来事を峰の原高原ペ

ンション村におけるホスト＆ゲスト関係として整理、分類、分析を行い、分析から今後峰の

原高原に必要な顧客と継承方法を「人」と「自然環境」に着目して考察し、ペンション村の

持続性を高めることができるかを検討した。 

峰の原高原ペンション村の持続は、峰の原高原の「人」の持続と「自然環境や景観」の持

続のどちらも不可欠で、両者の実現で、持続が高まることが明らかになった。そしてそれを

可能にするのが、多様な価値観を持ち新たな価値観も寛容に受け入れる峰の原高原ペンシ

ョン村のホストの方々、ホストに共感した価値観を持つゲストの方々、そしてその両者によ

るホスト＆ゲスト関係から繋がる新たな価値観を持つ新たなゲストの方々といった外部人

材である。 

今後はまず、完全移住者からなる多様な価値観が混在している地域であるという住民意

識の統合を図り多様な価値観を受け入れる態勢を整えることが重要となる。態勢が整った

うえで、広域のホスト＆ゲスト関係を築くことにより、さらなる多様な価値観が生み出され、

「個性豊かで多様な価値観が存在する場所」として確立していくことが可能になり、それが

ペンション村の魅力の向上に繋がり持続性を高めると考えられる。また、ホスト＆ゲスト関

係から生まれる外部人材や国の制度から生まれる外部人材を地域に安定化することを目的

に「活用」することを地域で考える必要がある。地域の持続性には、地域として外部人材を

どのように活用していくべきであり、どのような活用をしてほしいのかなどを外部人材も

含めて多くの時間を費やして話し合い、地域というホストと外部人材というゲストの間に、

多様かつ流動的なホスト＆ゲスト関係が生まれることが持続性を高めると言える。 
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